






要約:新生児慢性肺障害における Wilson-MikitySyndrome(WMS)の位置づけに関しては、い

まだ多くの意見があり一致をみていない。いわゆる Bronchopulmonary Dysplasia(BPD)と

の関連も含めて、WMS の病態を生化学的に検討し、何故成熟児に発症しないかについての

説明を試みた。BPDでは Type皿 Procollagen の上昇が著明であるのに対して、WMS では病

初期よりきわめて低値で Collagen の合成障害が疑われた。また、本症における ELASTIN

の減少と併せ考えると、胎生のある時期に collagenase や elastase の活性促進に伴う両者

の合成障害が強度に起こり、在胎若くして生まれた場合はその回復が不十分なためその影

響を受けて発症するものと推察された。 


